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京国辺市の鉄道の玄関口にあたる近鉄新田辺駅 ・JR京田辺駅に挟

まれた一帯は、近年土地区画整理事業が実施され、高層建築が相次い

で建てられ街の姿になりつつあります。

今回の報告は、この地域一帯に広がる稲葉遺跡の第4次発掘調査の

概要報告です。

調査により、山城地域でも発見例の少ない弥生時代前期の方形周溝

墓がみっかり、さらに古い時代となる縄紋時代の土器もみっかりまし

た。付近には、今から2000年以上も前のムラがあることが考えられる

ようになりました。

最後になりましたが、調査にあたって、株式会社平和堂 ・関係機関

をはじめ多くの方々のご協力 ・ご指導をいただきましたことをお礼申

しあげるとともに、今後とも埋蔵文化財に対しご理解たまわりますよ

うお願い申しあげます。

平成10年3月

京国辺市教育委員会

教育長 村田新之昇
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l 本舎は、京田辺市教育委日会が行った布j;fs遺跡の第4次発銅調査白概要報告である。

2 調査は株式会社平和堂(代表取締役立原平和)の依頼を受け、平成8年度に現地調査を、

平成9年度に整理作業を実施した。

3 調査地由地帯は京国辺市田辺明田60番地である。

4 現地調査は平成9年2月12日に開始し 3月27日に終了した。

5 調査組織は次のとおりである。

調査主体 京閏辺市教育委員会〔平成B年度は凹辺町教育委員会)

調査責任者 京周辺市教育委貝会教育長村田新之昇

調査指導 京都府教育委貝会 ・京田辺市文化財保護委員会

調査担当者 京悶辺市教育委員会社会教育課鷹野一太郎

向 上 鳥居幸一 (平成9年3月3日日まで)

調査事務局 京田辺市教育委日会教育次長中川勝之

同 参事古川草

同社会教育課 乱漫 奥間 消

同 課長補佐小西ケイ子

調査参加者 高木克彦 ・植西美津子 ・原クニ江

6 調査を実施するについて、株式会制平和堂 ・株式会社東洋設計事務所には多大のご協力を

賜った。記して感謝します。

7 調査期間中及び本告を作成するにあたり、次の方々からご教示を得た。記して感謝の意と

します。(順不同 ・敬称略〉

肥後弘幸 ・鍋田 勇・栂ぬ芋行・辻本和美 ・森下街・園下多美樹・秋止措三・小泉裕司 ・

岡田部一

8 本告の執筆 ・ 編集は鷹野が行った。純紋士号世田実ðl'j等には問1II~1一氏にお世話になった。
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1 はじめに

浦義遺跡は、京凹辺市の鉄道玄関口である近鉄新田辺駅西側から JR京田辺駅間lにま

で広がる南北約950m.東西約550mに及ぶ泊跡と Lて知られている。

株式会社平和堂では、かねてより悶辺庖を計画していたが、平成8年8月に田辺明田60

番地に庖舗をすべく文化財保護法に基づく届出を鎚出された。当教育委員会では、開発面

積が約13，000nlと広大であるため、とりあえず事前に試掘調査を実施し、その結巣により

再度協議を行つこととした。

試Ul調査は平成8年II月II日から13日まで、対象地に15か所の卜レンチを設定し行った。

その結果、迫椛や造物がみつかった2か所については、調査区を拡狼Lて調査を行うこと

となったが、他の発掘調査と白関係から平成9年2月12日から拡張自調査にはいり、平成

9年3月27日に終了した。

なお、株式会社平和堂をはじめ関係者の方々、ごm噂・ご協力くださった皆さま、厳寒
のなか調査に従事された諸氏、その他多くの方々の協力によって今回白調査が行われたこ

とをここに記して感謝の気持ちとしたL、

第 1 図調査地位置図 (S~ 1:20 ，∞0)
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2 位置と既往の識査

京凹辺市は京都府南部に広がる南山城平野のほぼ中央、伊賀山中に源を発する木津川の

左岸に位í~する。市の西部は生駒山系に速なる丘陵地帯で、 東部は北流する木津川によっ

て形成された仲町i平野が広がる南北に長い市である。西部の后陵から木津川に流れる諸河

川は、~くが平野部で天引)1 1化しており 、 市の景観は主i怖の機相を呈している。

稲葉追跡は市の中央部やや北寄りに位位し、近鉄京都線 ・国道307号・天律相l'川 ・幹線

排水路に閉まれた部分である。地形は南西が高く北京に向かい徐々に下がっていく。

周辺の弥生時代白地跡をみてみると、前期では宮ノ下追跡で土砿Mが、また平成9年度

白調査で三山木il'l跡(山崎北方追跡 ・問中泊跡)から閉じく前期後半の土拡がみつかった。

中期では、興戸地跡の低地部で土器桁謀、府道より西の高い部分で榔が見つかっている。

この興戸iil跡の東方の大切遺跡では溝、南垣内遺跡では16mX14mO)大きな方形周持基が

単独でみつかっている。一方原iDi80mの問辺城跡下問からは直径8-10mの竪穴住居跡3

棟、方形周溝墓、土器紘基がみつかった。これらの中期のi邸時は概ねW械式前半に回する

ものが多い。

後期では、以前から知られる田辺天神山追跡 ・飯岡遺跡に加え、興戸追跡白西側丘陵上

第2図稲葉遺跡全景 昭和57年 (1982)撮影(南から)
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i 稲褒遺滋 2 伝道林温跡 3. 1斉;jI跡 4 堀切古境Il! 5 天理」古J".tl:lf'f. 6. *神屍遺跡 7 鑓悶遺跡

8 大切遺跡 9 南垣内温跡 JO 奥戸遺跡 11 輿戸腕寺跡 12 竹ノ脇遭跡 13 凶辺;jI跡 14 凶辺械跡

15 興戸古.Ittr.t16 興戸丘陵泊跡 17 興戸gノ前泡跡 18 田辺天神山;jI跡 19 マムν谷潟跡 20. -F司古lnll!
2J 普賢寺跡 n 飯岡温跡 23 飯岡車嫁古検 24 ゴロゴロ山古喰 25 薬師山古墳 26 トゾカ古境 27 飯岡備穴
28 古屋敷追跡 29 凶中迎跡 30 山崎北方;jI跡 31車問遺跡 32 山崎古1Il1l! 33 官ノ下溢跡 34 三山木縫与跡

第 3 図周辺主要遺跡図 ( S ~ 1 : 25，OOO)
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自輿戸 1 号墳下回から方n~3主穴住居跡がみつかったほか、問辺誠跡下回でも方形竪穴住居

跡がみられた。

このよっに市内の中南部では、今回の前期の方形周溝基を含め、丘陵上、平地部ともに

弥生時代目治構発見例が地J~lしてきている。まだw務像等不明なところが多いが、前期後
半に集落が点在しはじめ、 W織式の時期 Ct、わゆる凹線紋の時期)に集部が丘陵上、平地

部ともに附加し、 V械式の時期に丘陵上白集落が目立つという傾向がよみとれるのではな

いだろうか。

稲葉泊跡で初めて発掘調査が行われたのは、京都府田辺総合庁舎iU唱tlこともなう調査で、

町河口51年(J976)のことであった。時期不明白滞状i宜構がみつかったほか、顕著なiIl椛は

なかったが、平安時代前期JC 9世紀)の土器類が多くみっかり、とくに盤官土器 cr野』 ・

須恵器のフタを利用 Lた転用硯 ・瓦などの一般集落ではない官術的な遺物がみられること

は注目された(第I次調査とする)。

第2次調査は、平成2年(J990) 2月に実施Lた市立中央図古館建設にともなう調査で

ある。そこは昭和61$(986)まで田辺町の役場建物があったところでもある。 3か所の

卜レンチを設定 Lたが、i11梢 ・遺物ともみつけられなかった。

平成4年(J992)には、都市計画道路である新聞辺駅前線 ・薪新聞辺線建設にともない

路線内で試掘調査を行った。位置的には1111次調査地白北方である。中世を中心とする遺

物が少低みつかったが、泊構はなかった。付近は中世期には大きな深い沼沢地であったこ

とが推定された(第3次調査)。

以上のような発協調査の結巣であるが、この地域は近年新田辺駅西側を中心とする区画

整理事業がおわり、かつて白田閑地;51vから都市へと急激な変貌を遂げつつあるロその都市

化にともない、試掘調査 ・立会調査を多く実施しているが、 i邸時 ・良好なi自物包合同はみ

つかっていない。かつては、この付近裕が沼沢地や流路であったことが判明Lてきてい

る。

-4ー



第4図周辺地形図 (S= 1:5，000) 
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3 調査経過

今回目調査対象地は、 JR京田辺駅の東側、 NTTピルのすぐ北側である。対象地白北

側には、第I次調査地となった京都府田辺総合庁舎がある。

調査前田状況は、区凶撃理による造成が終了し、平面形がほぼ台形の敷地で、南北約130

m・東西70-130mをul'Jる。駅寄りの南西部が日く北*に向け徐々に低くなっている。比

日差は2.5mある。これは造成前とほぼ閉じ状況である。ちなみに、対象地の南辺ぎわに

はかつて田辺保育所があった。

試掘調査は平成B年11月11日から行ったが、対象地の中央部が大鼠の土砂の仮置き場と

なっていたため、縁辺部を順次重機で蹴削していくこととした。 13日までに合計15か所を

掘削したが、敷地内南西 ・ ー一一一一一一ー

剛の4tEE所から弥生時代

のi自柿がみつかり、」じ辺

部白問寄り部分から中世

の造物がみつかったので、

この2地点在拡強して調

査することとした。

本調査は平成9年2月

12日から開始Lた。弥生

時代の泊梢がみつかった

ところを10mx 10mでl

トレンチ、中世のjj')物が

みつかったところを 6m

X6mで2卜レンチとし、

それぞれ調査を進めた。

lトレンチでは、段近

の批乱を受けてはいるも

のの首祉担寺代田裕が「く」

字になることがわかり、

さらに調査範聞を広げた。

調査地は造成による揃土

直下がi自構而あるいは泊

第5図作業風畢(西から)

第6図現地説明会風景
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第7図作業風畢(北から)

物包合間であったが、造成によるためかとんでもなく堅い地盤になっていた。そのためツ

ルハ γでないと全く簡が立たない状況で、思いのほか時間を要した。結果的に弥生時代前

期に作られた方形周榔慕であることが判明し、平成9{f.3月13日に報道関係への発表、3

月15日には一般を対象とした説明会を行った。

2トレンチでは、中世のi立物が小片でみつかったほかは、泣構寄はなかった。

現地調査は 3月27日に埠戻し、撤収を終了した。

7 



4 調査概要

本調査は前述のょっに2か所のトレンチを設定し調査を行ったが、北側の2卜レンチで

は、土附お皿 ・瓦23椀の小片を含む;n物包含胞の下は、中世以前回天E12神川の氾濫による

ものと考えられる土問白堆mで、追梢等はみつからなかった。このため以下は1卜レンチ
由記述のみ行うこととする。

この l卜レンチは、敷地内の最高所にあたり、酋側は道路をへだててJR京III辺駅白ホ

ムが見える。かつては水聞であり、一部はその後間辺保育所の建物があった場所である。

トレンチの東端は一段低く、北端はさらに一段低くなったが、これは近世頃の水田経営に

よるものである。

基本的な回位は盛土ないし撹乱土目下に部分的に造物包含府である灰茶梢色土がみられ、

そのFが迫柿白みつかる[師となる。この面は場所により土質が興なり、政灰色や褐色 ・灰

梢色の砂質上.!i:J>僚上がみられる。地構而の標高は、約24mをはかる。

今回みつかったi!l構には、方形周満基1基、溝、二上績がある。

方形周溝墓SXOl 周f叫の四辺がみつかったもので、地形にあわせて満をめぐらせる

ため、南北方向の鵡は方位に対l.. L ・24.2m 北斑

35度絞L[東に娠っている。海は全

周せずに北西部で約2.5mの1mと

ぎれ、開橋部を形成するo *コー

ナ 部は卜レンチ外にのびるが、

満はめぐるものと考えている。み

a 

L -20 m 

6 

つかった西 ・南白コーナーは丸み b 

をもち、鈍1'1で各々の構がつなが

る。

規肢は滞心々で北東 ・南西約

11.5m、北西・南東約11.8mと後

者がやや長い。各椛は、北東構が L ~24 .5 m 

腕1.9-2.1m・深さO.7m、南MJr，YJ
が幅1.9m・深さO.7m、南西柿は

最近の撹乱が著しいものの幅1.4

-1.9m・深さ0.4-0.6m、北西浦

c 

6 

L ，廃目隠色土 慎重じり
2 鵬奈尚色土 髄まじめ
3 附灰色砂費土

‘ 波艇岡崎.補色砂宵土
5 i最寄禍灰色砂賀土
. ，良質集褐色土

2 

2 

a 

5 / ，胤位 制 じり

南東

3 

函

2 

。

2 明条網色"り 暗灰褐色柏土

a 刷褐色土随重じり
(. i!変緩樋色土

5 機械色紗質土 .乏じり Ct混合じ〉
.. ，提尚色砂

b 

2 

L l廃品色土 a・まじり
，. .衆議側色土 隈まじり

J. 9i褐色砂.二t髄まじり
4 四時栂灰色砂 働多まじり

c 

， . 

が相1.8m・深さ0.4-0.6mをそれ 第 8図方形周溝墓溝土壇断面図 (S~ 1 :30)
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X = -131060 

SXOl 

k X = -131070 

y.. -20890 y = -20880 

o 10m 

L =25.0m 
A 

A 

L =25.0m 

B B' 

第9図 1トレンチ調査図
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第10図 方形周溝墓全景(北西から)

第11図方形周溝墓全景 (南東から)
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ぞれ測る。東側が深く、

西側が浅い、ことに西コー

ナ一部は採さ0.3mと浅

く、減幅もせまい。講の

横断面は、北西椛・南西

満 ・点南何時の東部分では

ゆるい逆台JI>であるが、

北東講 ・東南r，'llの西部分

では底の幅が0.1mにも

満たないV半JI>在宅する。

台状剖iから主体部はみ
第12図周溝北東アゼ断面

っからなかった。ただ、この部分から南北方向の満8D05がみっかり、埋土からは周桝と

|吋時期の弥生時代前期白土器片がみつかった。 こ白ことから、この高さ付近が当時の生活

而に近い高さであつことが推定され、こ白7与さから上方に盛土され、そこに主体部があっ

たものと理解している。

ill物は各棉の各府から弥生時代前期の士総小片がみつかっているが、凪的には少ない。

北西椛からは Yポ・鉢なとがややまとまった形でみられる。また、弥生土器に混じり凸指

紋をもっ純紋土器もみられる。

土横SK02 8XOlの北西浦がとぎれたところにある長径1.6m・短径1.2mの浅い土境。

当初、北西梢の延長部かともみられたが、方向 ・深さから別白も白と考えた。構8D05問

機に 8XOlより古い時期!とみている。思土内から弥生時代前期の土器片とサヌカイ卜製の

削器がみつかった。

溝 S004 トレンチ西端でみつかった滞。桁IO.2........0.3m・深さ0.2mを測る。埋1土から

弥生時代前期の土;探片がみつかった。

溝S005 ;j形周溝墓の台状部中央でみつかった南北方向の滞。幅0.2-0.4mの浅い

ものロ状況から方形J，lj精進より古い時期とみられる。
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5 遺 物

今回目調査でみつかった迫物は、制紋土器 ・弥生土器 ・土師器 ・m恵器・斡式土器 ・瓦
探・陶器 ・磁器 ・石器 ・銭貨(閲元通宝)などである。量的には、整llI!箱につめて3箱程

度である。図示したものは 1トレンチ白方形周溝墓 ・土境 ・遺物包含屑などからみつかっ

たものである。

方形周溝墓SXOl(1 -3・5-11) 弥生時代前期後半のツボ(1-3・6・7)

カメ (5) ・鉢 (8・9)、純紋時代晩期末白此争事00・11)がある。

1はツポ口縁部で口径13.4cmを測る。淡褐色を塁L、大粒の砂粒を含む。調整は外面は

ヘラミガキ、内而はユピナデとみられる。 2はツポの頚部で6条以上のへラ姉沈線紋が施

されるロ外面はたて方向白ヘラミガキ、内面はユピナデで、淡拠色を呈する。 3もツポ田

頭部で4条のへラJ術沈線紋がみられるが、上の 1条は部分的に削り出し風になっている。

5はカ メの底部である。底外面中央を凹ませている。ユピオサエ1自がよくわかる。 6・7

はYポの底部である。 7は生駒西麓産である。 8・9は鉢である。 8は口径33.0四で、談

茶筒色-HI}灰尚色を呈する。調整は不明である。 9は復元口径36.0cmで、大粒の砂粒を多

日に含む。淡い褐色を呈し、調整不明。

5が周溝の南*辺白底、7が南コーナ一部分からみつかったほかは北西辺町上回部から

みつかった。

以上田弥生土苦言は、前期後半に属するも白である。

!o・11は深鉢である。!oは復元口径26.0cm、11は30.0cmを測る。ともに口縁端部に接し

て、D字形町凸帯をJl!iり付ける。凸帯には横長のD字状刻みを施す。 10は生駒酋麓産の長

原式、11はよ弘樹色を呈し、胎土からは他地峡産とみられる、長原式併行期のもの。

その他 (4・12-16・17)

4は弥生土器白カメで、方形周溝墓南西辺の撹乱部分からみつかったもので、本来は周

構内にあった可能性が高いものである。復元口径16.0四を測る。階灰色を呈し、調整不明

である。

12・13は包含府からみつかった制紋土器の傑鉢である。 12は復元口径29.3叩を測る。 b

形由断面三角形の凸33を口縁端部に接する部分と肩部に貼り付ける。口縁側の凸院は上下

からつまむようにナデられ、刻みは原則として行わないようだが、 部にはそれらしい痕

跡もみられる。肩部の凸肝には横菱形の刻みが施される。明黄灰色を呈する。長版式併行

期のもの。 13は口縁端部よりわずかに下がったところに』形の凸郁がある。凸帯下端は未

調整である。凸帯には棒状工具をあてたような軽いV字刻みを施す。淡褐色を呈する。長

12-



!京式併行期か若干それより古い時期とみられる。

14は包含l丙からみつかった斡式土器の担手である。杷手上面には深さ l叩強のえぐりが

ある。胎ニlは密で淡黄茶槌色を呈する。 15・16の日杯と同時期のものと考えられる。
15・16は周構基酋コーナー上部からみつかった土師器の高杯である。赤褐色を呈L調整

不明である。古境時代中期町布留式に属する。

げはこt繍SK02からみつかった削穏である。弥生時代前期に属するものと考えている。

サヌカイ卜製。
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6 まとめ

今回の調査は稲葉ill跡での4固めの発鋪調査であったが、これまでの中では政大白成巣

があったものといえる。

i自構では、弥生時代田方形周満基がみつかったことであり、造物では、純車た上器 ・弥生

土器 ・土師器・斡式土器がみつかったことである。

方形周溝墓については、弥生時代前期に属すものであり、山城地域でも類例の極めて少

ないものである。 般に方形周満基は、近畿地方の基制とされ、大和 ・河内といった中心

部にその発生が求められ、順次拡散Lたものとされる。ただ、中心部を含め、前期目例は

未だ少なく、今回のものは重要な l例を加えたことになろう。また、南山域地域において

は、1罰則自治構伊lがほとんどなく、京間辺市内の3地点で土峨がみつかっているだけであ

る。今回は墓地の発見であり、調査地白周辺に集落田存在が推定される。

今回みつかった方形周rlVIALは1越のみであるが、気づいた点等をいくつか並べてみると

周r，ytは全周せずに一部途切れ陸橋部を形成する。
2 鳩町断面はゆるい逆台形の部分と V手形の部分がある。

3 満は西側が浅く東側が深い。

4 周構内にi立物は少ない。いわゆる河内の土擦がある。

5 台状部から主体部はみつからず、同時期の土岐 ・溝がみつかったことから、これら

がみつかった聞がほぼ当時の生活而付近とみられる。

以上のよつであるが、 5のようにみた協合、みつかった面から止方に磁土が行われ、そ

こに主体部があったことになる。すると盛土町具体的な高さは不明であるが、かなりのお

さをもっていたことになる。

純紋土器は方形周椛基の満内及びill物包含胞からみつかった。時期は晩期末の長原式に

属すものであり、 4点以上ある。土総には、生駒西自主産の胎土で作られたものもあり、搬

入経路を考える上で註目される。市内ではこれまでに興戸逃跡で長原式白ものが 1点みつ

かっており 2例めとなる。

上師探は古邸時代の布官f式土tmであり、時期的には幹式土器も同時期のものと考えられ

る。不'1~i閉式土器は方形周r，Vt基北西溝上部から、 斡式土器は迫物包合間からみつかっている。

地形的にみて遺物包含周は酋からの堆積土であり、調査地の西方つまり JR線以西町現

在白集落の下に制紋時代 ・弥生時代 ・古墳時代それぞれの集落がllil.空し、展開していたも

のと考えられる。

15 
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